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1. 画面構成

1 PITCH ボタン
2 DECAY ボタン
3 BEND ボタン
4 VOLUMEボタン
5 EFFECT ボタン

A - D ボタン

FNC ボタン

エンコーダー

接続 / 切断 / プリント ボタン << / >> ボタン

ディスプレイ ボリューム表示部
（センターとエッジ）

MUTE ボタン

　以下、画面構成を示します。

　基本構成はaFrame本体各部と同じですが、エンコーダーは<<ボタンでデクリメント、>>ボタンでインクリメント動作します。また、ミュートは電源ボタ
ンではなく、専用のMUTEボタンを押すことでミュート/ミュート解除が可能です。

　各ボタン操作による基本動作についてはaFrameクイックスタートマニュアルを参照下さい。

　本アプリはクイックスタートユースを想定した簡易リモートコントロールアプリです。リファレンスマニュアル記載のボタン同時押しによるパラメータエディッ
ト動作には対応しておりません。

　以降、本アプリケーション特有の操作について記載しております。

図 1
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2. 接続 /切断 /プリント

［接続 / 切断］
　下表にボタンの状態とアプリとの接続状態についてまとめます。

［プリント］
　Step 3の aFrameとアプリ接続中はプリントボタンが有効です。
　プリントボタンを押すことで、現在の音色情報、全グループの音色情報、各音色のパラメーター設定値をテキストファイルで出力することが可能です。

表 1

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4

aFrame未接続または接続で
電源OFF
→ボタン無効

aFrame接続で電源ON
→接続ボタンが有効
押すとアプリと接続

aFrameとアプリ接続中
→切断ボタンが有効

押すとアプリとの接続を解除

aFrameとアプリ切断状態
→接続ボタンが有効
押すとアプリと再接続

:
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3. エディット

　下表にエディットするパラメーターと対応する番号のボタンを示します。

　エディットするには、1から5のボタンを左クリックした状態で、ボタンの位置を外して右クリックすることで、エディット状態に入ります。

1 PITCHを左クリックしたままボタン以外の場所で右クリック

エディット状態、<<と>>を押すことで値を増減出来る

表 2

ボタン パラメーター 設定項目 設定値

1 PITCH Pitch 音程 16 - 12544 (Hz)

2 DECAY Decay 音の減衰時間 0.1 - 10.0 (sec)

3 BEND Bend Range 打面を強く押したときのピッチの
変化量

-100 - 100

4 VOLUME Master Volume 音量 0 - 127

5 EFFECT Effect エフェクトの出力レベル 0 - 100

図 2
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　エディットが完了したら、1から5のボタンを左クリックすることでエディット状態を抜けます。

　エディット後に1 PITCHボタンを左クリックすると、エディット後のPitchが表示されます。

図 4

図 5
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4.ミュート機能

　アプリ右下のミュートボタンを左クリックすることで、ミュート機能がONになります。
　再度左クリックするとミュート機能がOFFになります。

　ミュート機能ONの状態では、エンコーダー部が赤色に点滅します。

図 6

図 7
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5.グループ・キーロック機能

　A〜Dボタンのどれかを約 2秒間クリックしたままにすることで、ボタンが赤色点灯となりグループ選択機能がロックされます。

　ロックの時にクリックしたボタンを再度約 2秒間クリックしたままにすることで、ロックが解除されてボタンが元の色になります。
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